
我
が
下
土
魏
の
憂
患

第
二
十
二
巻
　
第
一
號

六
ご

我
が
國
土
槻
の
攣
三

内
　
　
田

秀
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
上
代
の
ひ
と
ぐ
が
我
が
國
土
を
如
何
に
認
識
し
て
み
た
か
は
之
を
明
か
に
知
る
こ
と
が
出
汚
な
い
。
元
“
、
わ
れ

わ
れ
は
紀
記
そ
の
他
に
現
は
れ
た
る
わ
が
國
號
に
就
い
て
若
干
の
地
理
的
考
察
を
な
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
Q

　
古
事
記
に
み
ゆ
る
大
入
州
國
が
書
捨
の
島
を
指
し
，
何
を
意
味
す
る
か
は
諸
説
の
あ
る
所
で
あ
る
が
、
要
は
わ
が

國
を
形
成
し
て
み
る
大
小
の
島
々
を
総
饗
し
た
も
の
で
、
日
本
群
島
の
地
形
的
な
欝
呼
で
あ
る
。
豊
葦
原
心
界
、
豊

葦
原
千
五
百
卍
繋
…
穗
國
と
は
日
本
書
紀
に
見
ゆ
る
所
で
あ
っ
て
、
葦
原
の
解
繹
も
官
一
長
の
「
、
國
號
考
」
の
や
う
に
「
海

邊
の
こ
と
一
に
葦
原
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
瑞
穗
國
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
稔
り
豊
な

義
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
は
我
が
國
の
植
物
生
育
の
盛
ん
な
國
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
間

接
的
に
は
氣
候
上
よ
り
掘
た
る
わ
が
國
土
鶴
で
あ
る
と
も
言
ひ
得
る
。
大
和
、
倭
、
耶
麻
土
に
下
し
て
も
諸
説
が
あ

う
、
霜
図
説
（
騨
紀
、
帥
皇
正
統
記
）
肉
門
説
（
眞
淵
、
宣
長
）
場
所
説
飯
田
武
卿
）
ヤ
マ
ト
（
ア
イ
ヌ
語
チ
エ
ン

〆
㌢
ン
」
マ
ト
は
高
貴
の
ム
チ
・
々
は
接
頭
語
・
臼
鳥
）
な
ど
が
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
皇
都
大
和
が
全
日
本
の
名
聡
と
な

（　6一一）　）

　　　’



つ
た
も
の
で
あ
る
。
、
日
本
も
亦
諸
説
紛
々
と
し
て
み
る
が
、
日
の
出
つ
る
方
に
あ
る
國
、
帥
ち
ヒ
ノ
モ
ト
ノ
ク
ニ
で
我

が
國
よ
り
西
方
の
朝
鮮
な
ど
で
示
し
た
言
葉
で
、
我
が
國
よ
り
西
方
の
支
那
を
指
し
て
日
の
暮
の
國
の
意
で
ク
レ
ノ
ク
、

二
ど
二
つ
、
た
も
の
に
樹
癒
す
る
も
の
で
、
聖
徳
太
子
の
墨
書
に
書
か
れ
た
る
「
日
出
庭
」
に
該
廻
す
る
も
の
で
あ
る
。

①從
っ
て
こ
の
國
號
は
我
が
國
を
大
陸
と
の
位
置
の
關
係
よ
り
槻
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
浦
安
臨
面
心
労
金
足
早
、
秋
津
島
、
な
ど
の
如
き
名
門
も
あ
る
が
、
以
上
こ
れ
ら
の
國
號
は
何
れ
も
寸
土
、

の
持
つ
地
理
的
特
徴
の
一
部
を
代
表
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
我
が
國
土
性
の
一
面
槻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
名

粥
が
必
ず
し
も
曇
霞
で
は
な
い
が
、
並
聡
さ
れ
て
る
た
と
言
ふ
こ
と
は
か
か
る
國
土
槻
が
存
在
し
た
こ
と
で
、
從
っ

て
、
・
れ
を
馨
し
て
み
れ
ば
當
代
に
於
け
・
國
土
建
を
推
奪
・
・
と
が
暴
・
の
で
あ
・
・
帥
ち
蓑
薗
笑
嗣

陸
の
東
方
海
中
に
あ
る
多
く
の
島
々
よ
り
な
る
國
で
あ
り
、
島
國
で
あ
る
が
た
め
に
う
ら
安
の
國
で
あ
り
、
細
才
千
足

の
國
な
る
國
防
堅
甲
の
言
柄
で
、
樺
桜
黒
和
、
こ
と
に
植
物
の
育
生
盛
ん
に
農
作
豊
か
な
る
よ
い
國
』
と
考
へ
て
よ
い

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
依
っ
て
、
明
か
な
る
が
如
く
上
代
入
の
國
土
観
は
良
く
我
が
國
の
興
相
を
親
察
t
て
を
り
、
漠
然
と
は
し
て

み
る
が
、
正
し
い
國
土
観
を
持
っ
て
る
た
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
地
理
學
に
於
い
て
謂
ふ
と
こ
ろ
の

島
の
保
護
性
と
、
ア
ジ
ア
大
陸
周
邊
の
日
本
群
島
の
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
帯
に
於
け
る
我
が
國
の
氣
候
駿
態
を
そ
の
、

植
物
の
成
胃
の
状
況
に
依
っ
て
説
明
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
簡
主
な
地
理
學
的
日
本
掘
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
駕

　
　
　
　
我
が
刷
問
土
難
晒
の
灘
一
悪
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
ご
巻
　

第
一
號
　
　
　
　
轟
ハ
三



我
が
國
土
槻
の
墾
遷

、
第
二
↓
一
一
、
一
巻
　
一
儲
鮒
、
一
號
　
　
　
　
・
山
ハ
閃
M

る
ゆ　

然
る
に
、
か
か
る
正
確
な
國
土
器
も
、
時
代
の
降
る
に
從
っ
て
却
ウ
て
不
明
瞭
と
な
）
、
漠
然
と
な
り
、
中
世
混
沌

の
時
代
に
入
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
王
化
の
起
つ
た
の
は
何
に
由
漏
す
る
で
あ
ら
う
か
。
謂
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は

外
來
思
想
（
佛
激
思
想
）
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
哲
學
的
毒
念
に
左
右
さ
れ
て
る
な
い
時
代
に
は
我
が
上
代
の
人

々
は
ナ
イ
ブ
な
、
肉
眼
で
巡
察
し
た
通
り
の
比
較
的
正
鵠
を
得
た
耕
土
親
を
持
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
中
世
は
「
法
」
を
中
心
と
し
て
吐
會
の
諸
事
象
が
生
起
繋
縛
し
て
み
た
時
代
で
あ
る
。
從
っ
て
、
我
が
國
土
野
も
亦

・
の
轟
轟
け
攣
が
袋
的
に
羅
・
れ
た
．
・
の
時
代
の
歴
憲
想
と
し
て
所
葉
法
田
禦
・
も
の
が
あ
高

が
、
こ
の
末
法
思
想
の
獲
展
に
件
な
ひ
無
季
混
濁
の
時
代
を
悲
し
む
と
共
に
、
彼
岸
の
世
界
を
欣
求
し
、
こ
の
世
を
嫌

ひ
、
彼
土
に
往
き
生
れ
ん
こ
と
を
翼
ふ
所
の
往
生
思
想
の
登
生
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
間
的
な
末
法
思
想
と
相

墨
・
寄
し
て
、
察
面
的
に
は
邊
土
思
想
と
で
も
謂
ふ
起
き
も
の
が
生
じ
た
。
こ
の
邊
土
思
想
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
如

來
出
世
の
地
な
る
印
度
を
中
心
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
又
右
記
の
世
界
槻
の
一
部
分
で
も
あ
る

が
海
こ
れ
が
宋
法
思
想
と
結
び
つ
い
て
我
が
國
に
於
い
て
展
転
し
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
印
度
や
支
那
が
大
國
で
あ

る
に
反
し
、
我
が
國
は
「
小
國
」
で
あ
り
、
海
中
に
散
在
せ
る
島
々
は
あ
た
か
も
粟
を
播
き
散
し
た
が
如
き
小
島
の
群

で
あ
る
「
粟
散
國
」
で
あ
り
、
地
理
的
に
掘
て
も
印
度
を
遠
ざ
か
る
こ
と
遙
か
な
る
、
如
來
の
廟
議
に
接
し
得
る
は
お



う
か
、
そ
の
教
法
す
ら
聞
き
難
き
「
邊
土
」
で
あ
り
、
「
三
州
」
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
時
間
的
に
末
法
思
想
に

捕
は
れ
た
人
々
が
、
事
實
三
國
中
、
印
度
に
最
も
遠
く
、
そ
の
國
土
も
最
小
の
我
が
國
を
か
く
の
如
く
槻
じ
た
の
も
理

由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
往
生
思
想
の
愈
々
盛
ん
と
な
る
に
つ
れ
て
、
　
一
方
根
張
に
於
け
る
罪
悪
槻
の
主
張
の
傍
謹

と
し
て
、
帥
ち
、
三
世
の
因
果
癒
報
を
説
く
佛
説
で
は
、
罪
障
深
重
の
凡
夫
の
生
れ
る
に
ふ
さ
は
し
き
大
地
と
し
て
我

が
國
土
が
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
後
述
「
耀
天
記
」
滲
照
）

　
然
ら
ば
、
か
か
る
國
土
槻
の
依
っ
て
搾
る
所
は
何
慮
に
あ
る
か
と
言
へ
ば
、
先
づ
「
粟
散
國
」
の
源
流
は
「
仁
王
纒
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
一
一
須
彌
有
5
四
天
下
ハ
其
南
閻
浮
提
有
轟
十
六
大
國
、
五
百
中
里
、
十
千
小
國
、
無
量
粟
散
國
一

又
「
醒
讐
解
」
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
　
粟
散
師
小
國
小
圭
散
“
天
下
｝
如
レ
粟
多
也

な
ど
と
あ
る
に
由
附
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
日
本
國
と
特
定
し
て
は
み
な
い
（
後
述
、
萬
國
掌
菓

囲
滲
照
）
。
然
る
に
こ
れ
が
何
時
の
頃
よ
り
か
我
國
を
指
し
て
欝
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
邊
國
」
或
は
「
邊
土
」
「
邊
州
」
な
ど
と
言
ふ
の
も
「
百
一
朔
磨
」
な
ど
に
現
は
れ
て
る
る
思
想
で
、
直
書
第

五
憲
に
は
、
「
東
方
に
國
あ
り
、
奔
墨
蹟
達
那
と
名
づ
く
、
城
東
遠
か
ら
す
し
て
婆
羅
樹
あ
り
、
奔
茶
温
帯
と
名
づ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
む

此
を
束
邊
と
謂
ひ
、
叢
よ
り
已
去
を
名
づ
け
制
覇
と
な
す
」
な
ど
と
説
か
れ
て
あ
り
、
叉
「
大
智
度
論
」
に
は
安
陀
羅

　
　
　
　
　
　
　
ト
　
キ
ヤ
ラ

含
益
羅
（
裸
國
）
兜
甘
心
（
小
月
氏
）
修
利
、
安
息
、
大
秦
寺
を
弊
生
憎
帥
ち
邊
國
と
し
て
み
る
が
印
度
以
外
の
地
を

　
　
　
　
我
．
が
國
・
土
中
…
の
綴
幽
艶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
億
二
雛
酬
　
　
　
山
下
五



　
　
　
　
　
我
が
心
門
土
鼎
観
の
纏
ハ
．
藻
㎎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
艦
｝
　
彊
罪
一
議
　
　
　
　
六
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

邊
國
と
言
ひ
、
特
に
前
者
で
は
東
方
の
地
を
特
定
し
て
邊
國
と
叙
し
て
み
る
。

　
　
さ
て
、
こ
の
コ
粟
散
片
州
」
或
は
「
邊
土
」
「
邊
州
」
の
装
甲
に
現
は
れ
る
最
初
は
何
で
あ
ら
う
か
、
叉
何
時
頃
か
ら

始
ま
る
も
の
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
困
難
な
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
先
づ
最
初
に
軍
に
我

．
が
國
を
小
國
と
し
て
自
ら
卑
下
し
て
み
る
も
の
の
二
三
例
を
禦
げ
る
な
ら
ば
、
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
」
に
は
中
納
言
の

才
、
小
國
に
過
ぎ
た
り
と
言
っ
て
を
）
、
又
「
松
浦
宮
物
語
」
に
も
「
和
國
は
つ
は
物
の
國
と
し
て
、
ち
ひ
さ
け
れ
ど

も
紳
の
ま
も
り
つ
よ
く
人
の
心
か
し
こ
か
ん
な
る
」
と
述
べ
我
が
國
が
そ
の
面
積
狡
少
、
劉
底
、
支
那
天
竺
に
比
す
べ

き
も
の
で
な
い
、
唯
事
明
の
加
護
あ
る
が
た
め
に
諸
外
國
に
勝
り
て
る
る
と
考
へ
て
る
る
の
で
あ
る
。
同
襟
の
思
想
は

「
宇
覆
物
語
」
に
も
響
れ
る
の
で
の
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絢

　
次
に
粟
散
片
州
槻
の
現
は
れ
て
來
る
の
は
流
布
本
「
李
家
物
語
」
十
一
巻
、
先
帝
入
水
の
項
に

　
　
　
此
國
ハ
粟
散
邊
地
卜
・
甲
テ
、
心
轡
愛
キ
培
ゐ
二
侍
ヘ
バ
、
極
磁
木
毛
土
ト
テ
目
出
タ
キ
虚
㎝
へ
具
シ
山
参
ラ
セ
侍
一
フ
。
ソ

と
か
、
同
じ
く
、
「
源
卒
盛
衰
記
」
五
怒
、
澄
憲
賜
二
血
脈
…
事
の
項
に

　
　
就
中
國
ハ
粟
散
邊
土
也
、
酵
ハ
濁
世
未
代
也
、
誠
二
非
レ
可
レ
軽

同
じ
く
六
懇
、
小
松
殿
敏
昌
訓
父
一
事
の
項
に

　
　
流
石
我
朝
ハ
邊
鄙
粟
散
ノ
境
卜
申
シ
ナ
ガ
ラ
、
天
照
臨
紳
ノ
御
子
孫
國
ノ
主
ト
シ
テ

或
は
「
保
元
物
語
」
新
院
御
謀
反
露
顯
の
項
に



　
　
五
ロ
m
闘
曲
遊
地
麗
果
散
ノ
醜
分
卜
、
イ
ヘ
ド
モ
リ
湘
響
m
図
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ

な
ど
と
あ
り
、
い
つ
れ
も
我
國
を
粟
散
邊
地
と
み
て
み
る
の
で
あ
る
。
た
“
、
こ
、
に
注
意
す
べ
き
は
、
流
布
本
に
前

項
所
書
の
如
き
文
句
が
用
ひ
ら
れ
て
る
る
が
、
屋
代
本
、
耶
家
物
語
憲
第
六
「
新
院
崩
御
」
の
項
に
は
こ
の
や
う
な
記

載
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち

　
　
殿
ヲ
八
長
生
ト
准
へ
門
ヲ
不
老
ト
事
ヨ
セ
レ
ニ
十
才
ヲ
タ
ニ
モ
待
タ
セ
給
ハ
ス
雲
上
ノ
垂
下
テ
海
底
ノ
魚
ト
ソ
成
セ
給
フ
國
母
モ
連

　
　
テ
入
セ
給
タ
リ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
れ
に
馴
し
て
は
諸
説
あ
ら
ん
も
、
屋
代
本
の
流
布
本
に
比
し
て
、
古
い
形
式
の
も
の
な
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
．
、
国

土
思
想
の
狡
展
い
ま
だ
し
か
ら
ざ
る
時
代
の
作
品
と
み
ら
れ
、
流
布
本
「
李
家
物
語
」
そ
の
他
は
、
お
ご
れ
る
者
の
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

し
か
ら
ざ
る
盛
者
必
滅
の
悲
惨
な
思
想
の
受
け
入
れ
ら
る
べ
き
情
勢
に
あ
っ
た
頃
の
作
品
と
み
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
　
　
ω

　
か
か
る
、
末
法
槻
、
邊
土
窯
は
、
浄
土
駿
の
極
致
に
ま
で
狡
展
し
、
里
数
他
力
の
激
を
説
い
た
親
鶯
に
於
い
て
特
に

強
く
現
は
れ
て
る
る
Q
し
ば
一
引
例
さ
れ
る
が
如
く
、
彼
は
特
に
「
正
野
末
和
讃
」
を
著
し
て
末
法
時
代
の
衆
生
の

救
濟
さ
る
べ
き
道
は
念
佛
の
唯
一
道
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
有
名
な
、

　
正
像
の
二
時
は
終
に
き
　
如
來
の
慧
弟
悲
泣
せ
よ

と
絶
叫
し
て
み
る
が
、
そ
れ
と
共
に
こ
の
世
を
黒
土
と
槻
じ
、
「
苦
悩
の
奮
里
」
（
嘆
異
抄
）
と
し
、
從
っ
て
、
我
が
國
土

の
如
き
も
取
る
に
足
ら
ざ
る
世
界
で
あ
る
と
考
へ
、
次
の
如
く
に
表
現
し
て
み
る
。
「
高
僧
和
讃
」
源
塞
聖
人
の
項
に

　
　
　
　
我
が
繋
争
…
勲
晒
の
鎌
軸
距
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
…
加
笹
　
第
一
號
　
　
、
　
　
轟
二
七



　
　
　
　
　
我
が
國
土
観
の
墾
遽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
二
十
二
巻
　
第
轡
號
　
　
r
六
八

　
　
善
導
源
信
す
、
む
と
も
　
本
師
源
室
ひ
ろ
め
す
ば

　
　
め
　
も
　
わ
め

　
　
片
州
濁
世
の
と
も
が
ら
は
　
い
か
で
か
眞
宗
を
さ
と
ら
ま
し

　
　
も
　
め
　
も
り

　
　
粟
散
片
州
に
誕
生
し
て
　
念
佛
宗
を
ひ
ろ
め
し
む

　
　
衆
生
化
度
の
た
め
に
と
て
　
こ
の
土
に
た
び
ノ
、
き
た
ら
し
む

叉
「
正
信
念
佛
掲
」
に
も
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て

　
　
本
師
源
察
明
彿
教
一
憐
慈
　
善
悪
凡
夫
ム

　
　
　
　
　
　
　
め
め

　
　
眞
宗
教
灘
・
片
塑
選
業
願
弘
重
心
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

と
言
っ
て
み
る
が
、
勿
論
、
彼
が
我
が
王
土
を
邊
土
親
の
み
し
て
み
た
の
で
な
く
、
前
述
の
「
片
州
」
も
「
悪
世
」
に

醤
癒
し
て
用
ひ
て
み
る
の
で
あ
り
、
支
那
を
「
中
夏
」
と
稽
し
て
み
る
場
合
は
「
日
域
」
と
し
て
み
る
◎

　
　
印
度
西
天
之
論
家
　
　
中
夏
日
域
之
高
櫓

　
　
顯
「
大
聖
興
世
正
意
唖
　
（
正
信
念
佛
傷
）

、
叉
、
延
文
四
年
、
権
律
師
慶
訪
が
上
宮
王
院
の
正
本
に
よ
っ
て
書
窩
し
た
も
の
で
、
作
者
未
詳
（
一
説
思
運
上
人
作
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
鎌
倉
時
代
の
作
と
思
は
れ
る
聖
徳
太
子
讃
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
も
　
も
　
も
　
も
め

　
　
救
世
観
音
大
菩
薩
　
　
傅
燈
東
方
粟
散
王

　
　
恭
敬
禮
痔
ス
ル
時
ゾ
　
人
皆
驚
キ
悟
メ
ル
、



と
言
っ
て
み
る
。

　
佛
激
史
観
を
以
て
名
高
き
解
説
慈
圓
和
爾
は
そ
の
著
、
「
愚
管
抄
」
に
東
灘
思
想
を
盛
ん
に
述
べ
て
「
末
代
ザ
マ
」
「
世

ノ
ス
エ
「
「
世
ノ
末
ザ
マ
」
と
詳
説
し
て
み
る
が
、
邊
土
観
と
み
ら
る
斎
き
字
句
は
認
め
ら
れ
な
い
Q
し
か
し
彼
の
歌
集

な
る
「
拾
玉
集
」
に
は
明
か
に
こ
の
思
想
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も

　
　
三
國
の
言
音
異
れ
り
と
難
も
、
頭
巾
の
和
字
、
他
を
幽
す
る
も
の
か
、
道
理
の
｝
揆
中
心
に
在
り

我
が
國
の
國
字
を
奪
重
し
て
る
る
の
で
あ
り
「
日
の
本
は
紳
の
國
と
き
、
し
ょ
り
い
ま
す
が
如
く
、
頼
む
と
を
し
れ
」

（
風
雅
集
）
の
如
き
國
土
古
を
有
し
て
は
み
る
が
、
爾
帥
の
我
が
國
を
意
馬
し
給
ふ
と
言
ふ
愚
昧
で
、
二
審
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

に
就
い
て
は
片
州
掘
を
出
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
輝
宗
の
娘
師
が
、
支
那
直
入
の
方
法
で
参
鐸
し
て
み
る
に
反
し
て
、
日
本
語
を
用
ひ
日
本
的
な
聖
職
の
開
醗
と
し
て

名
高
き
道
元
の
如
き
に
於
い
て
も
樹
我
が
国
土
槻
は
こ
の
時
代
の
も
の
と
一
般
で
あ
っ
た
。
「
正
法
眼
黒
瘡
聞
記
」
に

　
　
カ
　
め

　
　
肥
厚
邊
土
の
母
法
興
隆
は
、
閑
居
静
虚
を
か
ま
へ
衣
食
等
の
外
護
に
わ
す
ら
ひ
な
く
、
衣
食
鋏
足
し
て
佛
法
修
行
せ
ば
、
利
盆
も
廣

　
　
か
る
べ
し
と

な
ど
と
あ
る
に
依
っ
て
も
窺
は
れ
る
。

　
鎌
倉
時
代
中
頃
の
作
で
、
室
町
時
代
、
に
増
補
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
「
耀
天
記
」
に
は
　
　
、

　
夫
日
本
髪
本
ヨ
リ
瀞
國
ト
成
テ
亭
々
里
里
二
鎭
守
明
紳
イ
カ
キ
ヲ
ナ
ラ
ベ
、
鳥
屡
ヲ
顯
シ
テ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
事
・
、
延
喜
式
二
定
メ
被
載
撒

　
　
　
　
我
が
國
十
鵡
馴
晒
の
託
焚
幡
燈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
　
第
一
號
ド
　
　
　
山
ぐ
九



　
　
　
　
　
我
が
國
土
槻
の
墾
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
十
二
巻
第
…
號
　
　
七
〇

　
　
三
千
一
百
二
十
二
所
ト
ゾ
承
ル
、
｝
萬
三
千
七
百
蝕
座
ト
モ
申
ス
、
夫
胃
管
ノ
説
イ
マ
ダ
不
承
反
、
紳
々
皆
是
本
地
ハ
往
古
ノ
如
來
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
へ
じ
　
も
　
も
　
も
　
も
　
も
　
も
　
も
　
へ
じ
　
む
　
め
　
ム
　
も
　
め
　
め
　
　
　
　
め
　
ム
じ
　
め
　
も
　
へ
じ
　
わ
　
も
　
カ
　
ト
リ
　
へ
じ
　
へ
じ
　
へ
じ
　
む
　
　
　
ハ
じ
　
め
　
む
　
へ
じ
　
も
　
も
　
め
　
へ
り

　
　
法
身
ノ
大
士
也
（
中
略
）
實
二
日
翠
黛
ハ
小
國
ニ
ァ
リ
テ
モ
小
國
ナ
レ
バ
、
出
世
成
道
ノ
地
ニ
モ
カ
ナ
フ
マ
ジ
、
小
根
薄
野
ノ
入
ノ
こ

　
　
ヘ
リ
　
め
　
も
　
め
　
も
　
も
　
む
　
わ
　
め
　
め
　
も
　
む
　
へ
じ
　
め
　
め

　
　
淺
近
鈍
昧
ノ
族
バ
カ
リ
集
ル
所
…
ナ
レ
バ
、
説
法
教
化
ノ
器
ニ
モ
ァ
タ
ハ
ズ

と
我
が
國
を
け
な
し
つ
け
て
み
る
。
こ
、
で
興
昧
あ
る
こ
と
は
小
國
で
あ
る
た
め
に
「
小
根
薄
善
の
入
の
み
淺
近
鈍
昧

の
族
」
の
み
多
き
と
す
る
一
種
の
唯
物
的
地
理
學
的
思
想
を
述
べ
て
み
る
黙
で
あ
る
。
か
か
る
思
想
は
我
が
國
地
理
學

思
想
史
の
上
か
ら
み
て
も
甚
だ
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
日
蓮
は
所
謂
日
本
主
義
的
な
主
張
を
な
し
、
彼
岸
よ
b
も
現
實
の
斌
愈
、
國
土
を
主
張
し
、
我
が
田
本
國
に
議
論
の

重
心
を
亡
い
た
が
彼
に
し
て
樹
中
母
的
な
國
土
概
を
脱
却
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
○
「
紳
尊
王
御
書
」
に
は

　
　
我
が
日
本
町
隅
ハ
一
閻
浮
堤
‘
ノ
乱
丁
、
R
月
氏
、
漢
土
ニ
モ
…
勝
レ
、
八
弗
禺
」
闇
剛
ニ
モ
超
ヘ
タ
ル
關
剛
ゾ
カ
シ
、
晶
共
故
ハ
日
月
氏
ノ
佛
法
ハ
西
域
一
記
竺
寸

　
　
二
被
レ
千
慮
ハ
但
七
千
餓
個
國
也
，
其
ノ
餓
ハ
皆
外
道
ノ
國
也
、
（
中
略
）
此
國
（
我
が
國
、
華
者
）
ハ
月
氏
、
漢
土
二
欝
ス
レ
バ
日
本

　
　
國
二
炉
豆
ノ
大
島
ヲ
鋤
セ
ル
が
如
シ
、
寺
ヲ
数
フ
レ
バ
瀧
ハ
早
月
氏
ニ
モ
雲
泥
過
解
止
リ

と
　
撃
っ
て
る
る
が
、
之
に
依
れ
ば
我
が
國
は
如
何
に
も
印
度
、
支
那
に
比
較
し
て
小
國
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
寺
数
も
多

く
、
佛
法
興
隆
せ
る
故
に
三
國
第
一
で
あ
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
國
土
の
小
な
る
こ
と
が
絶
謝
な
る
佛
法
に
依
っ
て
補

は
れ
・
て
る
る
と
考
へ
て
る
る
の
で
あ
る
。

　
以
、
上
は
圭
と
し
て
佛
激
徒
乃
至
そ
れ
に
類
す
る
人
々
の
思
想
で
あ
る
が
た
め
に
前
述
の
如
き
年
々
槻
が
表
は
さ
れ
て

（　ri　O　）



み
な
の
で
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
遺
憾
な
が
ら
當
時
に
於
け
る
文
化
架
聖
者
（
囚
鼻
鼠
鼠
鴇
厭
）
が
儒
侶
で

あ
っ
た
が
た
め
に
、
我
々
は
彼
等
以
外
に
之
を
求
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
絶
っ
て
】
方
に
偏
し
て
み
る
や

う
で
あ
る
が
彼
等
の
國
土
・
掘
を
以
て
こ
の
時
代
の
國
土
槻
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
い
我
々
が
叢
に
特

筆
大
書
し
て
こ
れ
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
か
か
る
時
代
に
生
活
し
な
が
ら
、
時
流
を
超
越
し
た
一
大
卓
見

を
持
し
て
み
た
南
朝
の
大
忠
臣
、
北
畠
親
房
卿
で
あ
る
。
彼
の
國
膿
槻
の
卓
越
性
に
饗
し
て
は
今
更
叢
に
＝
爵
を
だ
に

加
へ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
大
日
本
田
紳
國
也
」
と
し
て
「
神
明
の
皇
統
を
傳
へ
給
へ
る
國
也
」
と
言
ふ
榊
國

の
眞
の
意
義
を
明
か
に
し
て
國
艦
學
の
胴
上
金
程
の
境
地
を
開
拓
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
歴
史
窺
、
壌
土
観
に
優
れ

た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
内
典
の
研
鑛
を
積
み
彼
は
後
世
佛
に
倭
せ
り
と
さ
へ
難
ぜ
ら
れ
て
る
る
位
で
あ
る
が
、
決
し
で

内
典
に
淫
し
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
纏
頭
の
末
法
思
想
や
澆
季
説
に
と
ら
は
れ
る
こ
と
な
く
「
代
下
れ
り
と
て
自
ら
賎

む
べ
か
ら
す
。
天
地
の
初
は
今
口
を
初
と
す
る
埋
あ
り
」
へ
紳
皇
正
統
記
）
と
し
．
そ
の
國
土
に
關
し
て
次
の
如
く
述
べ

て
み
る
。

　
　
異
國
に
は
此
國
を
東
夷
と
す
。
此
國
よ
り
又
彼
國
を
も
西
蕃
と
言
へ
る
が
、
、
秘
と
し
　
（
紳
皇
正
続
記
）

と
一
言
よ
く
内
外
の
別
を
明
か
に
し
．
日
本
、
支
那
、
印
度
の
相
互
の
位
澱
、
大
小
に
重
し
て
は

　
　
日
本
は
彼
土
を
は
な
れ
て
海
中
に
あ
り
、
北
嶺
の
傳
教
大
師
、
南
都
の
護
命
僧
正
は
中
洲
也
と
し
る
さ
れ
た
り
（
中
略
）
さ
れ
ば
此
國

　
　
は
天
竺
よ
り
も
、
震
旦
よ
り
も
、
東
北
の
大
海
の
中
に
あ
り
、
別
洲
に
し
て
劔
明
の
皇
統
を
傳
給
へ
る
國
な
り
　
（
同
上
）

　
　
　
　
我
が
國
土
魏
の
論
い
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
舞
　
　
　
七
一

（71）



　
　
　
　
　
我
が
属
土
魏
の
墾
藩
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
ナ
ニ
巻
ド
第
晶
籏
　
　
　
七
二

と
述
べ
て
、
我
が
國
の
印
度
、
支
那
の
二
國
と
そ
の
種
類
を
異
に
し
て
み
る
こ
と
を
主
張
し
て
み
る
。
勿
論
、
非
難
さ

れ
た
が
如
く
彼
も
佛
敏
二
者
で
あ
り
、
時
代
の
子
で
あ
る
が
た
め
に
、
爾
若
干
は
「
天
竺
は
正
中
に
よ
れ
り
」
と
か

「
音
部
の
中
國
と
す
」
と
か
、
印
度
中
心
思
想
に
か
ぶ
れ
て
み
る
が
、
し
か
し
、
支
那
を
例
讃
と
し
て
、
「
震
旦
ひ
ろ
し
と

言
へ
ど
も
，
五
天
竺
に
な
ら
ぶ
れ
ば
、
一
理
の
小
國
な
り
」
（
帥
皇
正
統
記
）
と
し
て
、
そ
の
言
外
に
我
が
國
の
小
國
と

し
て
恥
し
か
ら
澱
こ
と
を
主
張
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
我
が
國
土
槻
の
端
的
表
現
と
し
て
は
何
を
措
い
て
も
地
圏
に
之
を
求
む
可
き
で
あ
ら
う
。
地
圖
は
地
的
知
識
の
総
和

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
我
が
國
の
地
圖
の
源
流
を
何
威
に
求
む
べ
き
で
あ
ら
う
か
9
こ
れ
に
期
し
て
も
必
し
も

術
明
瞭
に
さ
れ
て
み
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
世
に
謂
ふ
所
の
行
基
圖
な
る
も
の
が
最
古
の
も
の
の
や
う
で
、
こ
れ
は
拾

芥
抄
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
慶
長
年
間
に
初
め
て
活
字
版
と
な
っ
た
も
の
で
、
行
墓
菩
薩
の
作
と
傳
へ
ら
る
、
も
の
で

　
　
⑥

あ
る
。
　
一
枚
圃
と
し
て
田
版
さ
れ
た
の
は
慶
安
四
年
の
「
日
本
國
之
圖
」
（
京
都
帝
座
大
工
圃
書
館
藏
）
と
繕
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
我
國
最
古
の
刊
行
地
圖
で
、
こ
れ
も
行
基
囲
に
基
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
圃
が
近
世
以
前
の
作
な
る
こ
と

は
明
か
で
あ
る
が
、
こ
の
地
圏
に
は
我
が
國
の
形
釈
を
重
器
塗
し
て
を
り
、
そ
の
説
明
も
簡
輩
で
あ
る
が
、
我
が
國
土

性
に
就
い
て
中
貨
風
な
説
明
を
加
へ
て
る
る
の
で
あ
る
。

　
　
大
日
本
國
囲
行
基
菩
薩
所
圖
也
、
此
土
形
如
猫
鈷
頭
、
伍
論
法
滋
盛
也
、
鎌
形
釜
煎
形
、
故
有
金
銀
翼
鐵
等
幽
翠
、
五
穀
豊
稔
也
（
下
略
）

流
石
地
圃
に
表
現
さ
れ
て
み
る
だ
け
あ
っ
て
、
我
が
國
の
表
現
方
法
が
渠
散
片
州
の
如
き
漠
然
と
し
だ
略
の
で
な
く
、

（　ri　2　）



甚
だ
具
膿
的
と
な
っ
て
み
る
が
、
こ
、
に
現
は
れ
て
る
る
思
想
は
勿
論
佛
激
思
想
で
あ
っ
て
、
画
龍
の
佛
澱
意
解
繹
で

　
　
’

あ
る
。
濁
鈷
と
は
謂
ふ
ま
で
も
な
く
金
剛
杵
の
一
股
よ
り
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
日
如
來
の
濁
一
法
界
の
智
を
表
示

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
界
を
統
羅
す
る
春
樹
の
極
致
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
濁
鈷
の
万
金
よ
り
し

て
、
我
が
國
は
叉
佛
敏
の
最
も
興
隆
す
る
所
で
あ
る
と
槻
じ
、
そ
の
形
が
寳
珠
の
如
き
で
あ
る
た
め
に
、
あ
た
か
も
摩

尼
寳
珠
が
あ
ら
ゆ
る
寳
物
を
作
り
降
す
が
如
く
、
我
が
國
も
そ
の
實
珠
の
形
に
類
似
す
る
が
故
に
金
、
銀
、
銅
の
寳
を

産
し
、
五
穀
豊
稔
で
あ
る
と
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
我
が
國
土
の
略
濁
鈷
に
そ
の
形
朕
の
類
似
し
て
み
る
の
は
認
め
得

る
が
、
賓
珠
と
似
て
み
る
と
は
思
へ
ぬ
が
、
樹
形
朕
よ
り
し
て
か
》
る
國
土
槻
を
表
現
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
佛
激

上
よ
り
糊
た
る
國
直
観
と
し
て
は
光
明
的
方
面
よ
り
眺
め
た
も
の
で
、
彼
の
同
じ
佛
澱
で
も
浄
土
敏
的
方
面
よ
り
の
観

方
に
比
し
て
明
る
い
槻
方
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
し
一
こ
れ
と
で
も
そ
の
根
本
に
横
た
は
れ
る
も
の
は

大
日
如
意
の
威
徳
で
あ
っ
て
、
そ
の
威
徳
に
依
っ
て
辛
じ
て
我
が
國
の
愚
論
が
債
値
づ
け
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

　
室
町
時
代
の
幸
若
舞
の
「
日
本
記
」
は
こ
の
時
代
の
交
款
と
し
て
は
珍
ら
し
く
我
が
心
土
を
謳
歌
し
て
み
る
も
の
と

⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
、
「
國
民
と
し
て
の
誇
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
み
る
が
、
こ
れ
も
、
こ
の
急
騰
と
同
じ
く
大
日
如
來
の
顯
現

の
國
と
し
て
そ
の
債
値
を
認
め
ら
れ
て
み
る
に
過
ざ
な
い
の
で
あ
る
。

（
上
略
）
ゑ
い
に
ち
の
ぼ
う
の
そ
の
う
へ
に
、
い
て
き
は
じ
め
し
國
な
れ
ば
、

の
せ
い
に
患
來
て
、
天
竺
も
ひ
ら
け
り
、
さ
て
た
い
と
う
も
は
し
ま
れ
り
、

　
　
我
が
國
土
槻
の
病
識

大
日
本
國
と
は
申
す
な
り
、
日
本
國
の
淡
路
島
、
け
し

さ
し
も
に
ひ
ろ
き
て
ん
ち
く
こ
く
、
月
を
か
た
と
る
國

　
第
ご
十
ご
巻
　
第
一
號
　
　
　
七
三
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我
が
國
土
魂
の
露
営

な
れ
ば
、
月
氏
國
と
は
申
す
也
、
九
う
と
も
ひ
ろ
し
と
申
せ
と
も
、

本
藍
朝
は
、
小
國
な
り
と
は
申
せ
と
も
し
つ
い
き
と
名
づ
け
つ
、
、

・
の
蕎
命
に
て
な
が
く
さ
か
ふ
る
目
出
さ
よ

　
　
　
　
策
ご
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
七
四

し
ん
た
く
こ
く
と
名
付
つ
・
、
星
を
か
た
と
る
國
に
て
有
、
日

日
を
か
た
と
れ
る
國
に
て
、
さ
ん
こ
く
｝
の
慈
童
に
、
心
の
ま

地
毛
に
現
は
れ
た
る
粟
散
片
梅
擬
と
し
て
は
、
時
代
は
す
っ
と
降
り
近
世
に
入
る
が
、
佛
敢
家
の
地
圏
と
し
て
、
そ
の

流
布
も
中
々
に
廣
く
興
味
あ
る
も
の
に
日
永
七
年
仁
慈
強
行
に
か
、
る
「
南
騰
亭
亭
萬
國
掌
菓
之
圖
」
が
あ
る
。
掌
菓

腸
壁
と
言
ふ
の
は
そ
の
序
文
に
あ
る
如
く
、
人
趣
の
業
無
難
な
る
に
依
っ
て
、
世
界
も
亦
邊
涯
が
な
い
。
け
れ
ど
も
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

眼
を
以
て
槻
す
れ
ば
大
千
世
界
と
錐
も
「
如
昌
掌
中
羅
菓
一
」
と
あ
る
に
依
b
、
佛
予
輩
世
界
掘
で
あ
る
が
、
こ
の
圖
は
玄

弊
三
園
の
西
域
記
や
、
漢
書
磯
嚢
は
難
の
先
導
記
な
ど
と
利
饗
な
ど
の
西
諾
数
輩
を
も
利
用
し
て
ゐ
・
⑱

や
う
で
あ
る
が
爾
我
が
國
を
目
し
て
次
の
如
く
に
説
明
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
も
　
も
　
ノ

　
　
猫
未
レ
極
於
海
外
朝
鮮
、
日
本
、
琉
球
逞
羅
弧
畦
國
等
粟
散
群
叢
誌
踵
能
及
乎

こ
の
囲
は
印
度
を
中
心
と
し
て
、
旧
本
を
行
基
圖
に
幾
っ
て
、
大
陸
の
束
邊
に
描
寓
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
依
れ
ば
我

が
國
は
南
方
の
諸
島
と
共
に
如
何
に
も
天
竺
に
比
ぶ
れ
ば
粟
散
諸
國
と
し
か
槻
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
時
代
は
降
っ
て

は
み
る
が
、
こ
の
囲
は
爾
中
世
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
湿
る
の
で
あ
る
。

　
然
し
、
如
何
に
中
世
が
国
土
槻
に
於
い
て
暗
黒
で
あ
り
、
悲
観
的
で
あ
り
、
混
沌
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
我
が
國

の
「
紳
國
」
な
る
観
念
は
不
動
で
あ
り
、
紳
國
は
國
民
的
信
念
で
あ
っ
た
。
石
清
水
文
書
に
観
ゆ
る
寛
治
四
年
の
自
河



上
皇
の
御
告
文
の
「
仰
も
本
朝
は
紳
國
な
り
」
或
は
保
延
五
年
鳥
朋
上
皇
の
御
告
丈
の
「
早
朝
は
帥
國
な
り
」
と
か
、

藤
原
頼
長
の
「
台
記
」
康
治
元
年
十
一
月
二
十
三
日
の
項
に
み
え
る
「
日
本
は
聯
國
な
り
」
或
は
「
吾
妻
鏡
」
又
は
「
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

葉
」
に
見
え
る
義
経
腰
越
状
に
「
其
れ
我
が
國
は
紳
國
な
り
、
紳
は
非
禮
を
う
く
べ
か
ら
す
」
な
ど
に
於
い
て
槻
ら
る

、
通
り
で
あ
る
。
然
し
こ
の
紳
國
観
は
宗
敷
時
代
に
於
け
る
一
種
の
國
禮
掘
で
あ
っ
て
、
紳
奇
の
皇
統
を
綴
が
せ
給
ふ

こ
と
を
主
眼
と
し
或
は
諸
・
憩
の
我
が
國
土
人
民
を
守
護
し
給
ふ
と
言
ふ
意
味
で
あ
っ
て
、
勿
論
か
、
る
國
柄
は
國
土
の

優
秀
な
る
に
依
っ
て
で
あ
る
が
故
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
る
が
、
爾
國
土
と
は
別
個
の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
み
た
や

う
で
あ
る
。

　　

@　

@　

@
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倒

　
中
世
の
國
土
筆
が
全
く
佛
教
思
想
の
支
配
下
に
あ
り
、
一
直
と
し
て
の
誇
り
も
少
な
く
、
例
へ
あ
る
に
し
て
も
佛
敏

を
通
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
甚
だ
臼
卑
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
種
陰
欝
な
る
親
方
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
近
世
に

入
る
に
及
ん
で
庶
會
の
形
勢
の
一
愛
す
る
と
共
に
國
土
槻
も
亦
著
し
く
墾
化
し
、
時
代
の
経
過
と
共
に
自
主
的
と
な

り
、
明
朗
と
な
り
、
近
代
鞘
管
の
進
歩
と
共
に
そ
の
差
土
観
も
正
確
と
な
り
、
こ
、
に
現
代
の
國
土
槻
の
源
流
を
も
狡

見
し
得
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
中
世
の
坐
法
世
界
語
に
麹
し
て
胤
會
は
次
第
に
進
歩
獲
遷
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
進
歩
の
思
想
が
現
は
れ
て
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
u
橘
守
部
は
そ
の
著
「
紳
風
問
答
」
に
於
い
て

　
　
　
　
我
が
國
土
槻
の
饗
藩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
二
巻
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我
が
國
土
槻
の
饗
藩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
一
號
　
　
　
七
六

　
　
世
ノ
中
ノ
衰
フ
ル
ト
云
フ
事
、
大
方
今
ノ
憶
ノ
人
ノ
ロ
グ
セ
ナ
ガ
ラ
、
大
ナ
ル
僻
事
ナ
リ
。
世
ハ
衰
フ
ル
物
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
其
中
二

　
　
時
々
少
シ
ノ
盛
衰
ハ
ア
レ
ド
モ
、
ツ
ヒ
ニ
ハ
叉
漸
々
二
隆
リ
ユ
ク
モ
ノ
也
。
故
同
気
ヘ
ノ
書
ニ
ハ
、
盛
代
ノ
事
ヲ
中
今
ノ
御
世
ト
云

　
　
ヘ
リ
。
中
州
盛
ナ
ル
意
ヲ
獄
テ
云
ル
ナ
リ
。
心
付
テ
見
ル
ベ
シ
。
然
ル
ニ
古
墨
者
ノ
叢
、
古
ヘ
ヲ
怨
ブ
心
ヨ
リ
、
御
二
代
ノ
事
ヲ
下

　
　
レ
ル
轍
ナ
ド
云
メ
ル
ハ
、
ヨ
カ
ラ
ヌ
事
也
云
々

又
「
紳
代
直
語
」
憲
中
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
デ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ス
ピ

　
　
此
行
ま
も
追
々
に
産
嬢
給
ひ
て
、
い
か
に
貴
く
戒
行
ら
ん
と
い
と
た
の
も
し
。
外
罰
の
書
に
惑
ひ
て
、
末
代
な
り
な
ど
思
ふ
べ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ハ
ラ

　
　
す
。
世
ノ
中
の
次
第
に
言
え
、
吹
第
に
足
黙
り
ゆ
く
な
る
は
、
全
此
三
柱
の
御
恩
頼
に
ぞ
あ
る
。
仰
ぐ
べ
し
、
蕾
む
べ
し
。

と
あ
る
は
明
ら
か
に
説
會
は
…
進
歩
官
展
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
樂
天
的
な
自
然
的
な
る
時
代
観
で
あ
る
。
時
代
槻
に

於
け
る
か
、
る
二
化
は
又
室
間
的
な
る
國
土
に
比
す
る
考
へ
も
コ
ペ
ル
ニ
カ
ス
的
に
轄
回
し
た
。
我
が
國
の
印
度
、
支
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

那
の
二
國
に
比
し
て
小
國
な
る
は
か
く
れ
無
き
事
實
で
あ
る
。
こ
れ
を
隠
す
こ
と
は
出
來
な
い
Q
し
か
し
こ
の
小
國
な

る
こ
と
が
却
っ
て
貴
き
意
味
を
右
∵
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
騨
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
實
に
驚
く
置
き
…
愛
化
と
謂
は
ね
ば

な
ら
澱
。
熊
澤
蕃
山
は
コ
ご
輪
物
語
」
の
憲
頭
に
揚
言
し
て
曰
く
。

　
　
三
國
は
三
光
の
國
也
、
天
竺
を
ば
月
瀞
の
つ
か
さ
ど
り
ま
し
ま
す
故
に
、
月
氏
國
と
い
ふ
。
唐
は
昆
紳
の
掌
り
ま
し
ま
す
故
に
、
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
し
　
じ
　
も
　
も
わ

　
　
旦
と
い
ふ
。
六
七
は
日
溜
の
つ
か
さ
ど
り
ま
し
ま
す
故
に
、
日
本
と
云
。
月
星
は
日
光
の
分
所
也
。
故
に
二
國
は
我
國
の
末
流
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
リ
　
も
　
ヘ
リ
　
も
　
も
　
へ
じ
　
へ
じ
　
も
　
も
　
　
　
ヘ
リ
　
む
　
め
　
ヘ
リ
　
む
　
ヘ
ワ
　
も
　
も
　
わ
　
へ
じ
　
へ
じ

　
　
学
界
の
源
、
萬
國
の
本
は
信
認
也
。
こ
と
に
小
國
な
る
こ
と
、
三
國
の
は
じ
め
な
る
謹
嫁
也
、
艶
物
み
な
、
始
は
小
さ
き
も
の
也
と

　
　
い
ふ
。

勿
論
、
か
、
る
解
騨
は
一
種
の
信
仰
的
解
輝
で
あ
る
が
、
爾
既
．
に
時
代
の
影
響
を
受
け
て
「
小
國
な
る
こ
と
、
三
國
の



は
じ
め
な
る
謹
糠
也
」
の
如
く
一
種
の
自
然
科
學
的
な
説
明
を
加
へ
て
る
る
の
で
あ
る
。
更
に
彼
は
我
が
國
の
美
國
な

る
所
以
を
述
べ
て
日
っ
て
み
る
。

　
　
日
本
は
東
夷
の
小
國
な
れ
ど
も
、
棘
國
と
て
韓
土
異
に
入
善
通
な
り
（
宇
佐
問
答
　
上
巷
）

　
　
日
本
は
稿
地
な
る
故
に
、
田
畑
多
く
人
多
し
、
（
集
義
和
書
）

　
　
束
を
夷
と
言
、
入
に
か
た
ど
れ
り
、
四
海
の
内
に
て
す
ぐ
れ
た
り
。
九
夷
の
内
に
て
朝
鮮
琉
球
日
本
す
ぐ
れ
た
り
と
す
。
噛
三
國
の
内

　
　
に
て
は
又
日
本
を
す
ぐ
れ
た
り
と
す
、
然
ば
中
夏
の
四
海
の
内
に
は
日
本
に
及
べ
き
國
な
し
，
（
同
上
）

　
　
日
本
は
小
國
に
て
金
銀
多
し
、
異
國
よ
り
望
む
と
い
へ
ど
も
武
國
故
に
と
り
得
す
（
同
上
）

　
彼
は
爾
夷
國
思
想
に
と
ら
は
れ
て
み
る
が
、
こ
れ
が
故
は
や
は
う
そ
の
學
問
の
影
響
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
普
通

の
響
の
言
ふ
夷
と
籍
異
っ
て
ゐ
・
。
「
暴
落
」
の
華
麗
素
行
も
嚢
薗
を
中
朝
毒
し
た
位
で
あ
・
㎝

か
ら
優
れ
た
る
國
土
親
を
持
し
て
み
た
。
「
中
朝
事
實
」
の
憲
頭
に

　
　
中
國
之
水
土
、
卓
｝
爾
於
萬
邦
一
而
人
物
精
】
秀
予
八
紘
一

と
掲
か
げ
、
こ
れ
を
説
明
し
て
、

　
我
が
國
は
往
古
よ
b
中
主
と
幕
し
た
。
元
來
人
間
は
「
東
土
」
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
「
李
易
」
の
土
地
に
生
成

し
た
も
の
は
風
蝕
の
氣
を
受
け
、
そ
の
性
質
も
自
ら
李
易
で
あ
る
。
故
に
五
方
の
民
田
性
を
異
に
し
俗
を
異
に
し
て
み

る
。
我
が
國
は
風
雨
寒
暑
共
に
達
せ
す
、
水
工
も
肥
沃
で
あ
る
、
從
っ
て
入
物
も
精
秀
で
あ
り
洵
に
中
國
と
漏
す
べ
き

で
あ
る
と
述
べ
て
み
る
。

　
　
　
　
我
が
要
具
魏
の
曖
遽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
七
七



　
　
　
　
我
が
剛
土
槻
の
癩
病
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
一
號
　
　
　
七
入

　
更
に
庸
君
的
に
我
が
國
土
の
地
理
的
に
優
れ
π
る
を
論
述
し
て
、
本
朝
の
地
形
東
西
に
長
く
、
南
北
に
短
く
、
四
方

海
洋
に
廻
ら
さ
れ
て
み
る
か
ら
、
海
の
保
護
性
に
依
っ
て
外
敵
の
侵
入
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
故
に
「
浦
安
國
」
と

言
ふ
の
で
あ
る
。
物
産
も
甚
だ
豊
富
で
あ
る
。
又
大
國
の
支
那
に
比
し
て
我
が
國
は
幾
多
の
特
色
を
有
す
る
が
、
塵
境

の
劃
然
と
し
て
み
る
こ
と
」
四
夷
に
接
近
し
て
み
な
い
こ
と
、
國
防
を
嚴
に
す
る
必
要
の
な
い
な
ど
の
春
菊
が
暴
げ
ら

れ
る
。
伺
北
征
の
険
を
背
に
し
、
多
数
の
洲
を
擁
し
、
河
海
を
利
用
し
、
後
に
は
絶
蛸
に
依
っ
て
大
洋
に
望
み
、
何
れ

の
洲
も
運
漕
の
便
が
あ
り
、
四
海
の
廣
き
も
一
家
の
如
く
統
｝
が
あ
る
。
實
に
天
地
の
正
写
に
あ
る
秀
れ
た
る
國
柄
で

あ
る
と
説
閉
し
て
み
る
。
こ
れ
と
賂
同
様
の
こ
と
を
コ
調
居
董
問
し
に
於
い
て
も
述
べ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

依
っ
て
具
欝
蕾
土
撃
有
し
て
み
た
こ
と
が
理
蟹
れ
・
の
で
あ
・
。
　
　
　
　
　
㈹

　
國
土
の
正
し
き
認
識
は
そ
の
皇
土
の
み
に
就
い
て
考
へ
て
る
て
は
得
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
葺
く
眼
．
を
世
界
に
向

け
、
世
界
の
各
國
の
特
性
を
研
究
し
、
彼
我
の
比
較
に
依
っ
て
初
め
て
正
確
な
る
認
識
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
〇
三
國

を
以
て
世
界
と
考
へ
、
而
も
そ
の
三
國
の
中
、
天
竺
、
支
那
の
二
國
が
共
に
文
化
的
に
は
我
が
國
を
支
配
し
て
み
る
時

代
に
於
い
て
は
正
し
き
國
土
掘
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
蘭
學
が
開
け
、
新
し
く
西
洋
の
事
情
が
我
が
國
に

傳
へ
ら
る
、
に
及
ん
で
今
ま
で
抽
象
的
に
、
槻
念
的
に
、
宗
教
的
に
我
が
國
の
美
國
で
あ
り
、
良
國
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
み
た
人
々
が
、
實
謹
的
に
、
上
谷
的
に
、
我
が
國
の
他
國
に
卓
絶
し
て
み
る
所
由
が
理
解
さ
れ
る
や
う
に
な
っ

た
。
こ
の
細
謹
的
に
我
が
國
土
を
正
し
く
理
解
し
た
も
の
は
長
崎
の
通
詞
で
蘭
學
に
通
じ
て
み
た
西
川
遠
見
（
求
林
野
）



で
あ
ら
う
。
彼
は
元
塩
年
間
に
「
華
夷
逓
墨
汁
」
「
四
十
二
國
人
物
鼠
戸
」
を
著
し
朧
氣
な
が
ら
世
界
の
大
勢
や
各
國
の

風
俗
を
叙
蓮
し
た
の
で
あ
る
が
、
叢
に
注
目
・
す
べ
き
は
「
水
田
の
方
面
か
ら
し
て
、
我
が
國
膿
と
國
民
性
の
美
に
著
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
」
「
比
較
的
に
濁
漸
を
免
れ
た
、
同
値
あ
る
國
家
主
義
」
の
主
張
を
な
し
た
「
日
本
水
雷
考
」
な
る
も
の
を
著
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
は
数
片
の
簡
輩
・
な
る
も
の
で
あ
る
が
頗
る
方
法
論
的
に
も
科
學
附
に
取
扱
は
れ
て
る
る
の
で
あ

る
。
先
づ
、
そ
の
序
文
に
於
い
て
、
論
謹
の
科
學
毛
根
糠
に
就
い
て
述
べ
、
世
界
各
國
は
各
自
國
を
以
て
「
上
番
」
と
な

し
、
自
走
に
都
合
の
良
い
説
を
た
て
、
「
断
ゴ
自
國
之
美
一
」
て
る
る
が
、
こ
れ
は
正
當
な
議
論
で
な
い
。
從
っ
て
、
我
が

國
の
美
を
論
ず
る
場
合
に
も
我
が
國
に
關
し
て
何
等
偏
す
る
所
の
な
い
他
國
人
の
作
つ
だ
地
圖
に
依
っ
て
我
が
國
の
水

土
を
論
じ
て
始
め
て
轟
の
疑
点
遡
れ
・
の
で
あ
・
と
し
て
、
徒
ら
蛮
語
に
叢
的
義
が
國
の
上
野
な
・
倒

所
以
を
論
ず
る
こ
と
を
避
け
、
客
観
的
に
、
實
謹
的
に
論
じ
て
要
麗
な
結
論
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
述
べ
て
み
る
。

甚
だ
敬
服
す
べ
き
態
度
で
あ
る
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
。

「
日
本
寒
土
考
」
は
白
石
の
「
西
洋
紀
聞
」
に
先
ん
ず
る
こ
と
十
年
に
し
て
世
に
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
文
騰

も
漢
文
で
あ
）
、
從
っ
て
、
そ
こ
に
は
侮
多
く
の
支
那
的
思
想
の
残
影
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が

此
國
在
一
寓
國
之
東
頭
刈
　
而
朝
陽
始
照
之
地
。

陽
氣
養
生
之
最
初
（
中
略
）
圭
子
卯
”
故
木
徳
也
、
（
中
略
）

日
本
東
西
濁
度
寸
劇
聖
地
三
十
二
度
鱒
南
北
有
嵩
東
西
四
分
之
一
難
及
篇
十
度
之
三
脚
也
。
北
噌
之
天
竺
辰
旦
叫
則
難
レ
重
訂
小
島
一
然
製
革
之
間
堺
内

　
　
我
が
國
土
親
の
慶
藩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
七
九



　
　
　
　
　
我
が
國
土
観
の
攣
藩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
ご
巻
　
第
［
號
　
　
　
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
リ
　
も
　
も
　
　
ヘ
リ
　
　
も
　
ヘ
リ
　
も
　
も
　
　
も
　
も
　
　
も
　
む
　
　
も
　
　
も
　
も
　
　
　
も
　
れ
り

　
　
不
レ
郵
｝
山
本
一
管
最
多
。
況
於
口
偏
弓
偏
寒
蘭
一
重
。
傳
聞
大
海
中
島
大
者
八
。
其
中
婁
狛
本
鞘
薬
日
第
輔
大
島
↓
何
謂
ふ
島
甲
哉
、
菰
野
下
以
爲
z

　
　
た
　
も
　
じ
　
　
む
　
　
む
　
も
　
　
わ

　
　
粟
散
國
｝
者
嘉
甚
不
レ
然
。
夫
大
地
難
廣
大
目
有
｝
㎜
其
里
数
所
㌻
極
論
著
明
也
。
今
紅
雲
】
世
界
㎝
者
其
周
園
三
百
六
十
度
堅
巻
レ
過
扁
於
萬
五
千
里
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
め
　
め
　
も
　
め
　
わ
　
し
　
ヘ
リ
　
　
め
　
わ
　
　
も
　
　
め
　
も
　
わ
　
　
わ

　
　
即
以
写
本
東
西
之
縄
度
一
盛
計
之
動
莫
レ
儀
昌
於
三
十
二
倍
内
然
則
日
本
亦
大
國
也
。
堂
融
着
粟
散
國
↓
哉
。
夫
國
也
者
不
“
可
下
早
出
廣
大
】
爲
。

　
　
貴
。
以
“
四
時
之
正
偏
入
物
之
美
悪
一
睡
可
レ
定
二
其
貴
賎
叫
是
尊
志
土
極
大
者
。
其
人
惰
風
俗
多
岐
而
難
昌
幅
統
闇
．
故
難
…
蒔
直
聖
書
也
．
動
有
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
め

　
　
皇
統
霊
智
而
難
久
治
の
難
丁
周
之
世
系
経
呼
八
百
蝕
年
歯
甚
間
治
不
純
静
者
不
レ
星
三
一
百
年
一
転
其
以
下
歴
世
質
三
百
年
…
者
殆
希
也
。
日
本

　
　
も
　
　
ヘ
リ
　
じ
　
じ
　
　
も
　
む
　
も
　
　
も

　
　
之
限
度
不
レ
廣
亦
非
レ
荻
、
其
入
事
風
俗
民
情
相
齊
混
一
而
易
レ
治
。
耳
掛
日
本
皇
統
自
嵩
物
闘
一
至
一
帯
今
一
而
無
レ
盛
者
。
萬
國
中
蒔
日
本
而
已
。

　
　
め
　
め
　
も
　
わ
　
　
め
　
へ
じ
　
も
　
も
　
　
じ

　
　
是
亦
非
永
土
之
聯
妙
一
耶
（
肩
鮎
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
こ
の
他
、
我
が
國
の
要
害
堅
固
な
る
こ
と
を
述
べ
、
浦
安
の
國
な
る
所
以
を
政
治
地
理
學
的
に
興
味
あ
る
筆
法
を
以

て
説
明
し
て
み
る
。
又
中
世
の
粟
散
國
槻
に
反
謝
し
て
は
更
に
「
町
人
嚢
底
挑
」
懇
一
に

　
　
日
本
國
を
も
つ
て
佛
者
は
粟
散
國
と
言
ふ
、
儒
者
は
4
ユ
國
よ
り
開
基
せ
し
無
機
な
り
と
お
も
へ
り
。
今
此
世
界
大
地
世
界
と
い
ふ
は

　
　
實
に
測
量
の
考
験
あ
り
て
、
感
受
大
日
本
の
萬
五
千
里
に
し
て
甚
嘩
蕩
の
詮
に
あ
ら
す
、
其
内
島
上
多
し
と
い
へ
共
、
日
本
の
如
な

　
　
る
も
の
八
あ
り
、
そ
の
う
ち
日
本
を
第
一
と
す
。
し
か
ら
ば
豊
粟
散
國
と
い
ふ
ぺ
け
ん
や
。
（
下
暑
）

（so）

と
謂
っ
て
み
る
。

　
そ
の
如
何
な
る
人
物
か
未
だ
明
か
に
さ
れ
て
み
な
い
が
、
「
紅
毛
天
地
二
圖
贅
説
」
の
著
者
北
島
見
信
も
一
家
の
見
を

出
し
て
み
る
。
元
文
二
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
「
采
覧
異
言
」
に
後
る
こ
と
二
十
五
年
で
あ
る
が
、
我
が
國
土
に
博

し
て
「
非
凡
の
卓
論
」
を
出
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
西
洋
離
籍
が
我
が
「
夏
國
」
を
｝
巷
9
膏
（
耶
野
草
亜
）
｝
巷
。
コ
（
耶



本
）
な
ど
と
濡
す
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
支
那
音
の
乳
化
し
だ
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
我
が
國
は
そ
の
地
勢
上
、
支
那
大

陸
と
一
緒
に
亜
西
亜
に
分
類
す
る
ば
不
當
で
あ
る
。
寧
ろ
、
ス
マ
ト
ラ
（
暴
馬
太
刺
）
束
印
度
諸
島
（
和
蘭
得
亜
那
花
）

ユ
ー
ギ
ネ
ア
（
那
花
千
守
亜
）
等
の
地
は
各
地
に
散
在
し
て
は
み
る
が
、
自
ら
別
れ
て
、
　
一
大
州
を
な
し
て
み
る
。
「
地

熱
非
七
二
亜
所
属
最
分
明
也
」
で
あ
る
Q
故
に
新
し
く
償
か
に
一
大
洲
を
遣
い
た
方
が
よ
い
。
そ
の
襲
名
と
し
て
「
和

製
斯
爺
矯
多
」
（
蜀
。
答
風
重
土
8
）
と
し
た
が
よ
い
。
こ
れ
は
我
が
日
本
國
を
中
心
と
し
て
各
地
を
之
に
從
属
せ
し
め
る

意
で
あ
っ
て
、
和
愛
知
斯
と
は
西
土
雅
語
で
「
威
徳
」
の
意
で
あ
る
。
彼
の
圖
説
は
軍
簡
で
あ
る
か
ら
、
果
し
て
何
が

故
に
「
威
徳
」
日
本
と
湿
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
圭
張
す
る
所
よ
り
し
て
、
我
が
國
土
を
以
て

支
那
の
亜
流
た
ら
し
め
ざ
寿
げ
の
地
勢
三
豊
認
め
て
み
た
の
で
あ
一
恵
は
れ
・
。
げ
に
新
鶴
ま
蘂
岡

の
如
く
、
鎖
國
時
代
と
し
て
は
洵
に
雄
大
な
思
想
で
あ
り
「
室
谷
の
楚
音
以
上
で
あ
る
」
。

　
西
洋
思
想
の
洗
禮
を
受
け
た
る
西
川
如
見
の
國
土
煙
を
巧
妙
に
取
り
入
れ
て
こ
、
に
欝
然
た
る
．
國
黒
歯
を
形
成
し
我

が
國
土
製
に
更
に
一
歩
を
…
進
め
た
の
が
李
田
干
胤
で
あ
る
。
彼
は
「
古
遣
大
意
」
下
翼
に
於
い
て
、
先
づ
如
見
の
「
日

本
水
回
考
」
を
引
用
し
て
、
更
に
説
明
し
て
曰
く
、

イ
デ
ヤ
マ
タ
、
　
日
本
ノ
有
編
ナ
ル
コ
ト
ヲ
具
二
云
バ
バ
、
　
マ
ヅ
第
一
二
、
地
方
が
殊
レ
テ
中
正
デ
、
夫
ユ
エ
南
ナ
ル
寸
々
ノ
ヤ
ウ

ニ
、
暑
ク
テ
ド
ウ
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
ヤ
ゥ
ナ
コ
ト
ハ
無
ク
、
又
地
國
極
寒
ノ
、
ド
ゥ
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
ヤ
ウ
ナ
寒
サ
モ
ナ
4
ト
、
叉

日
隅
ハ
繍
云
フ
ニ
及
バ
ヌ
｛
畢
ジ
ヤ
ガ
、
加
諮
ノ
國
々
ノ
肥
澤
テ
、
漱
ブ
ベ
ク
轍
木
ム
ベ
キ
ハ
、
天
ノ
度
数
二
取
テ
ハ
、
北
二
三
…
二
十
度
卜
、
四
十

　
　
我
が
醐
土
観
の
墾
遽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
無
漏
號
　
　
入
一



　
　
　
　
・
我
が
國
土
槻
の
饗
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
や
ご
巷
　
第
一
號
　
　
　
入
二

　
　
度
翫
ノ
間
ニ
ア
ル
及
ハ
ナ
イ
、
日
本
ハ
チ
ヤ
ゥ
ド
、
夫
二
當
テ
ヰ
ル
。
」
、

と
緯
度
的
に
み
て
我
が
國
が
丁
度
適
當
な
る
位
置
に
あ
る
こ
と
に
注
意
し
、
更
に
そ
の
響
岩
が
山
勝
の
瞼
岨
な
る
｝
、
｝
と

を
述
べ
、
む
の
た
め
に
は
そ
の
住
民
は
農
耕
そ
の
他
に
苦
勢
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
σ
苦
勢
す
る
こ
と
は
心
身
を
誹
練

す
る
こ
乏
で
あ
っ
て
こ
れ
が
却
っ
て
住
民
に
は
都
合
が
よ
く
、
熱
帯
國
の
や
う
に
無
想
自
然
で
は
進
歩
向
上
が
な
い
と

し
て
み
る
。

　
又
「
日
本
ノ
土
地
ハ
、
ヵ
シ
コ
ヤ
コ
コ
デ
チ
ギ
レ
テ
ヰ
テ
、
云
バ
バ
諸
ノ
島
ヲ
、
寄
合
セ
タ
ヤ
ウ
ナ
國
ジ
ヤ
ガ
」
之

　
獄
悪
い
國
で
は
な
い
か
と
の
反
問
北
答
へ
て
、

　　

E
本
・
國
々
・
離
・
・
ヰ
ル
・
ハ
、
讐
ヘ
バ
此
蕪
・
国
々
蓬
・
ハ
ナ
レ
テ
・
ル
・
ウ
ナ
・
・
ズ
サ
・
贅
窄
、
茜
画

　
　
々
二
幅
テ
、
産
物
が
昏
チ
ガ
ツ
テ
、
色
々
有
用
ノ
物
が
出
來
ル
、
夫
デ
臼
本
一
國
、
ト
ン
ト
外
國
ノ
物
ヲ
望
マ
ズ
ト
モ
濟
ヨ
ウ
ニ
、

と
述
べ
τ
》
各
地
の
物
産
を
暴
げ
、
翠
雲
に
優
れ
た
る
所
以
を
力
説
し
て
み
る
が
、
こ
れ
は
一
種
産
業
地
帯
論
で
あ
つ

で
、
批
が
國
砂
如
き
地
域
的
に
贋
い
（
面
積
的
の
意
に
む
ら
す
）
國
柄
を
地
理
的
に
正
確
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
と

云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

　
最
後
に
彼
は
佛
者
、
儒
者
、
蘭
導
者
の
そ
れ
一
天
竺
、
支
那
、
西
洋
に
か
ぶ
れ
た
も
の
を
罵
倒
し
て
、
「
佛
者
ハ
、
、

天
竺
バ
カ
ソ
ヲ
糟
ハ
プ
、
彼
湖
川
佛
…
ノ
本
國
デ
、
尊
イ
國
ジ
ヤ
、
我
國
ハ
中
果
方
粟
鋤
叡
國
ト
云
テ
、
東
方
ノ
海
…
へ
、
粟
粒
山

ツ
ヲ
流
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
國
ジ
ヤ
ナ
ド
ト
云
テ
騒
グ
」
儒
者
は
楽
土
を
「
聖
人
ノ
國
」
「
中
華
」
だ
と
し
て
我
が
國
を
「
小
國
」



「
前
門
」
と
も
「
ユ
ぜ
ス
國
」
と
思
し
て
混
め
で
る
る
◎
，
近
頃
流
行
の
オ
ラ
ン
ダ
学
問
で
は
「
ヤ
ミ
ク
モ
出
、
西
ノ
極
ナ

ル
國
々
ヲ
贔
眞
シ
テ
」
ロ
シ
ア
の
如
き
を
例
謹
と
し
て
我
が
國
の
小
國
な
る
こ
と
を
地
圖
に
絡
圖
に
し
て
入
々
を
驚
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

し
て
み
る
と
宗
敏
的
な
熱
情
を
以
て
述
べ
て
み
る
。
云
ふ
迄
も
な
く
彼
の
説
明
は
甚
だ
宗
敢
的
色
彩
の
濃
厚
な
も
の
が

あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
合
理
的
に
説
明
す
る
に
地
理
端
的
知
識
を
以
て
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
篤
胤
の
説
を
更
に
狡
生
せ
し
め
た
の
が
、
佐
藤
宮
淵
で
あ
る
。
彼
は
「
錯
造
化
育
論
」
に
於
い
て
次
の
如
く
甚
だ
實

誰
主
義
的
な
議
論
を
述
べ
て
み
る
。
撃
ち
、
物
産
の
生
育
の
多
少
は
全
く
太
陽
光
線
に
依
存
す
る
こ
と
を
第
一
・
に
主
張

し
て
「
夫
勅
産
ノ
登
生
ス
ル
ハ
、
悉
皆
日
輪
ノ
光
炎
二
係
」
り
「
彼
ノ
厭
羅
巴
ノ
諸
國
ハ
赤
道
ヲ
距
ル
コ
ド
、
四
十
度

以
下
呈
ハ
＋
築
上
・
問
二
穿
・
以
テ
寒
冷
物
嚢
少
ク
」
其
の
食
に
歪
㌣
聖
餐
蔑
に
通
商
し
て
ゐ
．
岡

る
の
で
あ
る
。
反
影
に
熱
帯
地
方
で
は
物
産
極
め
て
豊
穣
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
地
で
は
飢
寒
あ
る
こ
と
な
く
、

人
民
繁
庶
し
、
富
饒
を
宗
と
し
て
、
そ
の
長
生
を
貧
っ
て
努
力
し
な
い
。
然
ら
ば
我
が
國
は
如
何
と
言
ふ
に

　
　
皇
國
ノ
土
地
ハ
赤
道
下
ヲ
距
ル
コ
ト
三
十
度
ヨ
リ
四
＋
度
ソ
聞
二
士
リ
、
氣
候
寒
熱
各
戸
ス
ル
ヲ
以
テ
北
秋
ノ
如
ク
荒
涼
ナ
ラ
ズ
ト

　
雄
ド
・
南
蟹
ノ
如
孟
熟
ナ
ル
コ
ト
熊
ズ
、
故
廊
濟
ノ
要
導
葉
、
物
産
ヲ
開
子
易
ヲ
通
。
、
財
用
ヲ
豊
ヵ
ニ
シ
テ
國
事

　
　
ヲ
螢
回
マ
ザ
レ
バ
或
ハ
飢
寒
ノ
患
ナ
キ
コ
ト
磁
肥
ハ
ズ
。

　
　
夫
皇
灘
崎
萬
國
ノ
根
本
也
、
然
ル
ニ
物
産
ノ
嚢
育
ス
ル
ゴ
、
し
畿
衡
タ
ル
蟹
境
二
如
ヅ
ル
ハ
、
如
何
ナ
ル
故
ゾ
ト
疑
惑
シ
テ
輿
地
國
二

　
　
就
テ
熟
接
シ
テ
、
始
テ
晶
共
理
ヲ
會
一
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
（
中
略
）
皇
國
ヲ
寒
熱
ノ
中
間
鋸
盤
無
腰
シ
メ
環
ラ
ス
ニ
大
瀧
耐
ヲ
以
シ
テ
萬
國

　
　
ノ
後
共
二
自
在
ナ
ラ
シ
F
ム
ル
ハ
四
大
洲
ヲ
統
治
ス
ル
皇
ノ
畿
内
ナ
ル
が
放
ナ
リ
、
皇
國
ノ
土
地
ノ
寒
モ
熱
モ
営
門
酷
シ
カ
ラ
ズ
、
大

　
　
　
　
我
が
國
土
凝
の
墾
遮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
節
一
驚
　
　
　
入
三



　
　
　
　
　
我
が
國
三
三
の
攣
藩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
策
一
號
　
　
　
八
四

　
　
洋
中
二
特
．
立
ス
ル
者
ハ
、
｛
予
肉
リ
ヲ
鞭
楽
章
ル
ノ
元
資
ニ
シ
テ
世
界
静
昂
，
一
ノ
形
勝
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
、
ル
。

と
言
っ
て
み
る
q
・
．
）
y
に
も
爾
書
論
の
盛
映
を
み
る
，
の
で
あ
る
が
世
界
的
見
地
に
立
っ
て
我
が
國
を
槻
た
る
も
の
で
あ

っ
て
、
、
著
し
く
進
歩
的
な
科
學
的
な
國
土
槻
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
撃
る
。

　
宗
門
的
な
色
彩
を
脱
し
て
、
給
地
理
趣
的
に
我
が
謀
士
を
正
し
く
認
識
し
た
の
は
花
井
一
好
の
「
紳
要
論
」
で
あ
る
。

彼
の
行
動
は
明
瞭
で
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
長
崎
に
在
勤
し
た
こ
と
も
あ
る
、
天
保
、
弘
化
頃
の
人
物
で
あ
る
。
該
紳
州

論
は
極
め
て
三
軍
な
も
の
で
あ
る
が
我
が
國
の
大
前
を
地
理
的
に
説
明
し
て
み
る
。

そ
の
大
略
を
示
せ
ば
、

　
　
我
が
國
は
上
古
は
輩
原
の
中
津
國
と
虚
し
て
緒
締
煙
毒
弓
蔵
、
皇
統
蓮
綿
と
し
て
、
東
浜
に
猫
立
し
て
四
隅
の
華
夷
自
ら
入
貢
せ

　
　
り
。
國
の
廣
狭
を
秋
夷
に
比
較
せ
ば
東
洋
膨
め
一
塊
婆
た
り
と
い
へ
ど
も
、
四
時
の
風
鐸
、
暑
漁
、
燥
冷
相
滲
て
行
れ
、
入
畜
、
’
草

　
　
木
を
造
化
し
て
、
日
月
、
星
辰
を
蓮
韓
し
て
半
夜
の
位
を
分
ち
、
ア
ジ
ア
東
洋
中
の
大
島
に
し
て
、
赤
身
線
を
去
る
事
三
十
一
度
に

　
　
し
て
、
陸
奥
は
北
に
塗
し
、
九
州
西
南
に
尾
す
。
山
城
中
央
に
居
て
天
府
に
癒
す
、
北
極
の
出
地
は
大
隅
、
薩
摩
に
て
三
十
四
度
、

　
　
奥
州
藁
菰
に
て
四
十
度
に
及
べ
り
。
（
中
略
）
　
正
帯
に
騰
せ
る
一
勝
地
た
り
。
（
中
略
）
　
國
の
醐
圃
は
捨
…
海
に
し
て
、
要
害
堅
固
の

　
　
土
た
り
。
壱
州
に
生
す
る
天
工
の
三
富
は
、
嚇
と
し
て
闘
た
る
な
く
、
（
中
略
）
　
中
に
て
稻
米
は
美
良
に
し
て
五
世
界
中
我
皇
國
を

　
　
，
最
第
一
と
せ
り
（
中
略
）
、
我
が
大
日
本
の
洲
は
衣
食
住
の
三
つ
も
足
り
て
、
此
像
種
々
の
産
物
あ
り
て
、
思
量
島
の
生
産
す
る
所
、

　
　
殆
ど
全
國
の
用
に
飾
る
に
足
れ
ば
、
實
に
我
が
皇
國
は
細
細
亜
洲
東
洋
中
の
一
大
孤
島
た
り
と
い
へ
磐
も
、
他
邦
の
枚
を
受
す
し
て

　
．
特
立
な
す
は
、
東
海
中
の
富
國
た
ら
ん
歎
。

　
以
上
の
諸
例
に
依
っ
て
も
賂
明
か
で
あ
る
如
く
、
、
時
代
の
搾
る
薫
從
っ
て
國
土
槻
も
次
第
に
明
瞭
と
な
り
、
　
一
好
の

（Sl）



「
紳
州
論
」
に
至
り
て
は
略
正
確
な
科
學
的
な
蕩
心
観
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
正
し
き
國

土
槻
が
西
洋
黙
認
の
影
響
、
と
り
わ
け
、
世
界
的
知
識
の
探
揮
に
依
っ
て
掌
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
叉
、
國
學
の
研

究
の
進
歩
と
も
に
我
が
國
の
眞
の
姿
を
地
理
的
に
、
他
の
言
葉
を
以
て
云
へ
ば
實
蒼
黒
に
説
明
せ
ん
と
し
て
現
は
れ
た

も
の
で
あ
り
、
我
が
國
の
歴
史
的
に
も
、
地
理
的
に
も
他
國
に
優
れ
た
る
所
以
が
理
解
せ
ら
れ
て
み
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
か
、
る
理
解
は
間
接
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
新
時
代
へ
の
有
力
な
る
原
動
力
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
蕪
に
未
曾
有
の
大
攣
轄
が
實
際
上
に
現
は
れ
る
と
言
ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
樹
、
・
近
世
に
於
け
る
儒
學
者
中
に
は
、
例
へ
ば
組
彼
の
如
く
、
華
夷
の
錘
を
誤
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
ら
は
多
ぐ
政
治
堕
、
馨
於
い
て
で
・
の
っ
て
、
地
理
的
な
實
際
長
喜
に
於
い
て
で
は
な
か
っ
た
．
減
て
國
岡

土
の
槻
察
を
な
し
た
も
の
は
我
が
國
、
風
土
の
優
秀
性
に
氣
付
い
た
の
で
あ
っ
た
Q

　
　
こ
れ
で
、
我
が
國
土
が
如
何
に
槻
ら
れ
て
來
た
か
の
考
察
を
終
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
小
稿
は
文
字
通
の
概
観
で
あ
っ
て
、
資
料
の

　
　
不
備
、
考
察
の
不
充
分
は
小
稿
を
甚
だ
物
足
り
な
い
も
の
た
ら
し
め
て
み
る
。
こ
れ
偏
へ
に
筆
者
の
菲
才
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

　
　
原
稿
締
切
間
際
に
起
つ
た
身
邊
上
の
雅
事
の
た
め
に
、
盆
ヒ
混
雑
し
た
統
↓
の
と
れ
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。
幾
重
に
も
郷
宥
恕
を
乞
ふ

　
　
と
共
に
別
稿
を
御
約
束
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
昭
和
一
一
、
一
一
、
三
〇
）

　
（
一
箋
印
窪
駆
）
⑦
黒
板
勝
美
「
爽
訂
國
史
の
研
究
」
線
説
（
昭
和
六
年
）

　
　
　
　
②
、
単
泉
澄
h
中
世
に
於
け
多
精
淋
生
活
」
（
昭
利
三
年
）

　
　
　
　
③
佐
々
木
八
郎
「
醐
丈
學
研
究
」
第
四
聯
単
家
物
語
私
観
四
八
頁

　
　
　
　
我
が
購
土
槻
の
面
壁
、
　
　
　
囁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
一
十
一
…
巻
、
第
一
號
　
　
　
入
五



＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 唐
代
に
於
け
ろ
り
禁
令
・
の
解
繹
に
就
い
ズ

第
二
十
二
巻
第
一
撃
、

佛
教
大
僻
…
攣
…
、
第
三
巻

廠
野
騰
三
「
属
本
歌
講
史
」
（
大
正
十
五
年
）
三
九
五
頁

「
國
丈
東
方
．
佛
教
叢
書
」
、
歌
畷
の
部

藤
田
恥
兀
轟
聲
「
日
本
地
理
學
史
」
（
昭
和
七
年
）
　
四
入
頁

栗
田
元
次
「
日
本
吉
版
地
圃
集
成
し
（
昭
和
七
年
）
説
聡
の
部

聯
一
村
八
良
「
武
家
時
代
志
叉
凹
学
に
現
ほ
れ
．
カ
る
旨
本
丁
椚
紳
」
（
昭
和
九
年
）
　
肩
入
一
山
ハ
九
↓
貝
、

辻
善
之
助
「
櫓
訂
海
外
交
通
史
話
」
（
昭
和
五
年
）
三
二
一
頁
・

亭
泉
澄
「
中
世
に
於
け
る
國
髄
齪
念
」
（
岩
波
講
座
×
昭
和
八
年
）
四
六
頁

河
野
省
三
「
國
學
の
研
究
」
（
昭
和
九
年
）
一
七
頁

訪
掲
書
　
三
三
八
一
三
三
九
頁

新
村
出
「
轟
曜
文
」
第
山
ハ
年
醗
崇
十
一
號
「
圓
堂
温
昭
の
一
磁
閥
よ
り
」

八
山
か

（S6）


